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 阿 倍 仲 麻 呂 は 、 小 倉 百 人 一 首 の 「 天 の 原 ふ り さ け み れ ば 春 日 な る 三 笠 の 山

に い で し 月 か も 」 の 歌 で 多 く の 日 本 人 に 親 し ま れ た 奈 良 時 代 の 歌 人 で あ る 。

そ の 一 方 、 日 本 ・ ベ ト ナ ム 交 流 史 上 で 特 筆 す べ き 人 物 で も あ る 。  

 阿 倍 仲 麻 呂 は 上 元 年 間 （ 760〜 761） 、 ベ ト ナ ム の 北 部 ・ 北 中 部 に 設 置 さ れ

た 唐 朝 の 統 治 機 関 ・ 安 南 都 護 府 の 長 官 （ 鎮 南 都 護 、 後 に 安 南 都 護 に 改 称 ） に

任 命 さ れ た 。 彼 の 任 命 を 「 遙 領 」 と み て 、 そ の 安 南 赴 任 の 虚 実 に 疑 問 を か け

る 意 見 も あ っ た 。 し か し 、 杉 本 直 治 郎 氏 が 1939年 に 『 阿 倍 仲 麻 呂 伝 研 究 』 を

発 表 し て 以 来 、 阿 倍 仲 麻 呂 が 実 際 に 安 南 に 赴 任 し 、 そ の 後 任 で あ る 張 伯 儀 と

交 替 し た 大 暦 ２ 年 （ 767） ま で 合 わ せ て 六 年 間 ぐ ら い 安 南 の 地 で 活 躍 し た と

い う 同 氏 の 説 が 現 在 で は 最 も 支 持 を 得 て い る 。  

 唐 代 に は 確 か に 遙 領 制 度 が あ っ た も の の 、 唐 朝 の 法 制 を み る 限 り で は そ の

制 度 の 適 用 は 宗 室 ・ 親 王 の み に 限 定 さ れ て い た （ 『 新 唐 書 』 百 官 志 ） 。 さ ら

に 、 阿 倍 仲 麻 呂 が 安 南 都 護 に 在 任 中 、 唐 の 中 央 政 府 か ら 安 南 都 護 に 対 し て 現

地 に 関 わ る 様 々 な 指 示 が 出 さ れ た 。 た と え ば 、 永 泰 ２ 年 （ 766） 、 「 安 南 節

度 使 左 散 騎 常 侍 韓 衡 」 （ 韓 衡 は 阿 倍 仲 麻 呂 の 中 国 名 ） に 対 し て 、 徳 化 州 や 龍

武 州 な ど 新 設 の 羈 縻 州 で 異 民 族 に 慰 労 を 行 う よ う に と い う 詔 が 下 さ れ た （ 『

冊 府 元 亀 』 巻 170・ 977、 『 安 南 志 略 』 巻 ８ ） 。 本 研 究 は 、 こ れ ら の 史 料 に 着

目 し て 阿 倍 仲 麻 呂 の 安 南 赴 任 の 実 態 及 び 彼 が 当 時 活 躍 し た 安 南 都 護 府 の 城 郭

を 中 心 に 調 査 ・ 研 究 を 進 め る こ と で 杉 本 説 を 補 強 し た 。  

 阿 倍 仲 麻 呂 の 安 南 へ の 赴 任 経 路 に 関 し て は 、 直 接 触 れ る 史 料 が ほ と ん ど 残

っ て い な い た め 、 解 明 す る の が 不 可 能 だ と 考 え ら れ て い た 。 そ の 研 究 の 限 界

を 突 破 す る た め に 、 本 研 究 は 南 中 国 の 各 都 市 で の 現 地 調 査 を 行 い 、 そ れ を 踏

ま え た 上 で 唐 の 内 地 と 安 南 都 護 府 を 結 ぶ 各 交 通 路 線 を 再 検 討 し 、 阿 倍 仲 麻 呂

も 含 め た 唐 の 安 南 都 護 の 赴 任 の 実 態 を 復 原 す る こ と を 試 み た 。  

 次 に 阿 倍 仲 麻 呂 は 安 南 で 具 体 的 に ど の 場 所 の ど の よ う な 環 境 で 仕 事 を し た

の か 考 察 を し た 。 ベ ト ナ ム を 支 配 す る た め に 唐 帝 国 は ベ ト ナ ム の 首 都 ハ ノ イ

辺 り の 「 宋 平 県 」 に 安 南 都 護 府 を 建 設 し 、 王 朝 が 存 続 し て い る 三 百 年 の 間 、

数 回 に わ た っ て そ の 支 配 拠 点 を 堅 固 化 す る 工 事 を 行 っ た 。 近 年 、 ベ ト ナ ム の

新 国 会 議 事 堂 の 建 設 予 定 地 （ タ ン ロ ン 遺 跡 ） に お け る 発 掘 調 査 が 進 む こ と に

よ り 、 9世 紀 後 半 の 安 南 都 護 高 駢 の 大 羅 城 が こ こ に あ っ た こ と が 判 明 し た 。

と こ ろ が 、 そ れ 以 前 、 825年 に 安 南 都 護 李 元 喜 が 都 護 府 を 移 築 し た と い う 出

来 事 が 文 献 資 料 に 記 録 さ れ て い る た め 、 阿 倍 仲 麻 呂 も 含 め た 825以 前 の 安 南

都 護 の 任 所 が ど こ に あ っ た の か が 、 未 解 明 で あ っ た 。 ま た 、 従 来 の 研 究 が 都

護 府 の 所 在 地 の 比 定 と い う 一 点 に 偏 っ て い る た め 、 安 南 都 護 府 全 体 の 景 観 や

そ の 城 郭 に 関 す る 研 究 が 不 十 分 で あ っ た 。 そ こ で 、 阿 倍 仲 麻 呂 の 任 所 を 明 ら

か に す る た め に 、 本 研 究 は 中 国 で の 調 査 を 行 い 、 楊 州 を は じ め 、 唐 宋 時 代 の

城 郭 と 比 較 し な が ら 、 歴 代 の 安 南 都 護 府 の 城 郭 を 検 討 し 、 そ の 特 徴 を 指 摘 し

た 。 ま た タ ン ロ ン 遺 跡 出 土 の 文 字 塼 （ 文 字 が 書 か れ た レ ン ガ ） と い う 文 字 資

料 群 を 整 理 ・ 調 査 し 、 そ の 過 程 で 「 元 和 四 年 」 （ 809年 ） の 文 字 が 書 か れ た

レ ン ガ を 発 見 し た 。 こ の 発 見 に よ り 825年 以 前 の 安 南 都 護 府 が タ ン ロ ン 遺 跡



に あ っ た こ と が 裏 付 け ら れ た 。 さ ら に 文 献 資 料 を も と に 李 元 喜 が 移 築 し た 後

、 や が て 都 護 府 が 再 び 本 来 の 場 所 に 戻 さ れ た こ と を 立 証 し た 。 そ の 結 果 、 阿

倍 仲 麻 呂 時 代 の 安 南 都 護 府 が タ ン ロ ン 遺 跡 に あ っ た と い う 事 実 を 確 認 し た 。

さ ら に 、 2013年 末 に 発 見 さ れ た 遺 構 を 分 析 し た 上 で 、 安 南 都 護 府 の 城 郭 の 北

限 及 び 南 限 を 確 定 し 、 今 後 の 発 掘 調 査 に 手 が か り を 提 示 し た 。  

 今 回 、 住 友 財 団 の ご 支 援 で 従 来 実 施 不 可 能 で あ っ た 中 国 で の 調 査 や タ ン ロ

ン 遺 跡 の 遺 物 整 理 ・ 調 査 を 行 い 、 以 上 の 研 究 成 果 を 収 め る こ と が で き た 。 こ

の 場 を お 借 り し て 、 関 係 者 の 皆 様 に 厚 く 御 礼 を 申 し 上 げ る 。  

 

 

 研究成果の公表について(予定も含む） 

 

口頭発表  （題名・発表者名・会議名・日時・場所等） 

 

「 大 羅 期 の 研 究  現 状 の 認 識 と 将 来 の 課 題 」 （ タ ン ロ ン 文 化 遺 産 保 存 セ ン タ

ー ・ 東 京 文 化 財 研 究 所 共 催 ワ ー ク シ ョ ッ プ 「 タ ン ロ ン 遺 跡 研 究 の 新 し い 成 果

」 、 ハ ノ イ 、 2013年 9月 12日 。 後 に 下 記 の 東 京 文 化 財 研 究 所 の 報 告 書 に 所 収

。 ）  

 

「 安 南 都 護 府 城 郭 の 研 究 ― ― 阿 倍 仲 麻 呂 の 任 所 を さ ぐ っ て 」 （ 国 際 学 術 研 究

会 「 交 響 す る 古 代 Ｉ Ｖ ： 列 島 の 文 明 化 と 日 本 古 代 学 」 、 明 治 大 学 、 2013年 10

月 31日 ～ 11月 2日 ）  

 

 

論文  （題名・発表者名・論文掲載誌・掲載時期等） 

 

「 大 羅 期 の 研 究  現 状 の 認 識 と 将 来 の 課 題 」 （ ユ ネ ス コ 日 本 信 託 基 金 事 業 「

タ ン ロ ン ・ ハ ノ イ 文 化 遺 産 群 の 保 存 」 成 果 報 告 書 ） （ 東 京 文 化 財 研 究 所 、

2013年 ） （ 日 ・ 越 ・ 英 語 三 ヶ 国 語 ）  

 

「阿倍仲麻呂の安南赴任について」（ファム・ティ・トゥ・ザン編『越日交流史』、

世界出版社、2014年）（日・越二ヶ国語出版） 

 

 

書籍  （題名・著者名・出版社・発行時期等） 

 


